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　二
〇
二
〇
年
の
新
春
を

お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。　目

出
度
く
元
号
が
平
成

か
ら
令
和
に
変
わ
り
、
新

天
皇
が
即
位
さ
れ
令
和
二

年
を
迎
え
た
。

　昨
年
は
信
じ
が
た
い
事

件
や
災
害
が
テ
レ
ビ
、
新

聞
紙
上
で
報
道
さ
れ
た
。

　我
々
農
業
者
に
と
っ
て

は
過
去
に
類
を
見
な
い
自

然
災
害
が
各
地
を
襲
い
、

甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

　特
に
秋
の
収
穫
中
を
襲

っ
た
最
大
級
の
台
風
は
い

わ
き
、
浜
通
り
地
域
に
猛

威
を
振
る
い
、
家
屋
や
稲
、

果
樹
、
野
菜
、
施
設
や
農

機
具
に
多
く
の
浸
水
被
害
を

も
た
ら
し
た
記
憶
が
、
年
が

変
わ
っ
て
も
消
え
な
い
。

　テ
レ
ビ
局
の
キ
ャ
ス
タ

ー
に
「
東
日
本
大
震
災
後

売
り
上
げ
も
徐
々
に
回
復

し
、
風
評
被
害
の
払
拭
に

取
り
組
ん
で
い
る
最
中
の

被
害
は
心
が
折
れ
る
」
と
悲

痛
な
表
情
で
答
え
る
ハ
ウ

ス
農
家
の
青
年
後
継
者
の

心
痛
は
察
し
て
余
り
あ
る
。

　営
農
再
開
に
向
け
て
、

国
、
県
、
市
の
最
大
限
の

支
援
が
重
要
だ
。
更
に
私

た
ち
も
こ
の
痛
み
を
共
有

し
共
に
助
け
合
う
共
助
の

心
が
け
も
必
要
だ
。

　新
年
を
迎
え
、
誰
も
が

一
年
の
安
寧
を
祈
念
す
る

が
こ
れ
ま
で
の
想
定
外
は

通
用
し
な
い
。
今
後
は
経

験
か
ら
得
た
知
恵
と
最
新

の
情
報
を
活
か
し
、
被
害

を
最
小
限
に
止
め
る
必
要

性
を
自
覚
し
た
い
。

　我
々
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は

任
期
の
折
り
返
し
点
を
過

ぎ
た
。
改
正
後
の
戸
惑
い

も
あ
っ
た
が
、
今
年
も
適

正
な
農
地
業
務
遂
行
は
勿

論
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
に
向
け
、
地
域
の

話
合
い
と
合
意
形
成
に
各

関
係
機
関
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　更
な
る
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　今
年
は
平
穏
な
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
! !

いわき市農業委員会

会長 草野庄一
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あ
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つ

年
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あ
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　去
る
11
月
15
日
（
金
）
、
福
島
市
の
パ
ル
セ
い
い
ざ

か
で
行
わ
れ
た
福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
へ
参
加

し
ま
し
た
。

　県
内
の
農
業
委
員
並
び
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
等
約
１
４
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
、
研
鑽
を
積

む
と
と
も
に
情
報
を
共
有
し
、
今
後
の
活
動
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　当
会
か
ら
は
、
農
業
委
員
10
名
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
16
名
の
合
計
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
優
良
農
業
委
員
会
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

当
会
は
全
国
農
業
新
聞
普
及
優
良
農
業
委
員
会
と
し

て
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
福
島
大
学
食
農
学
類
長
で
あ
る
生
源
寺
眞

一
氏
に
よ
る
「
現
代
日
本
の
食
糧
・
農
業
・
農
村―

新
潮
流
と
変
わ
ら
ぬ
本
質―

」
と
題
し
た
記
念
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
８
月
26
日
に
提
出
さ
れ
た
県
知
事
へ
の

意
見
書
、
ま
た
、
11
月
28
日
に
福
島
県
選
出
国
会
議

員
へ
行
う
要
請
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
」
、

「
農
業
・
農
村
の
発
展
に
向
け
た
施
策
」
の
２
点
を

柱
と
す
る
本
県
農
業
へ
の
継
続
的
な
支
援
を
求
め
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
19
号
及
び
そ
の

後
の
大
雨
に
よ
る
被
害
に
対
す
る
支
援
の
緊
急
要
請

を
併
せ
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　最
後
に
、
地
域
農
業
の
活
性
化
の
た
め
、
農
地
関

係
法
令
の
適
正
な
執
行
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
、

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
、
情
報
活
動
の
４
点
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　参
加
者
の
熱
意
に
触
れ
、
農
業
委
員
会
活
動
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
下
農
業
委
員
会
大
会
参
加
報
告

県
下
農
業
委
員
会
大
会
参
加
報
告

　去
る
11
月
28
日（
木
）
、
東

京
都
に
お
い
て
、
全
国
農
業

委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
が

行
わ
れ
、
当
農
業
委
員
会
よ

り
、
草
野
庄
一
会
長
と
、
県

農
業
会
議
会
長
で
あ
り
、
当

農
業
委
員
会
委
員
の
鈴
木
理

委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
日
、
県
選
出
国

会
議
員
へ
の
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

　前
日
に
は
農
業
者
年
金
加

入
推
進
セ
ミ
ナ
ー
、
浜
通
り

地
方
農
業
委
員
会
協
議
会
被

害
情
報
交
換
会
に
参
加
し
、

台
風
19
号
及
び
10
月
25
日
豪

雨
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

全国農業委員会会長代表者
集会へ参加しました

全国農業委員会会長代表者
集会へ参加しました
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　引
き
続
き
農
業
経
営
を
行
う
こ
と
を

条
件
に
、
贈
与
税
や
相
続
税
の
納
税
猶

予
の
適
用
を
受
け
て
い
る
農
地
は
、
農

業
経
営
の
廃
止
や
農
地
以
外
へ
の
転
用
、

耕
作
の
放
棄
な
ど
に
よ
り
、
一
部
例
外

を
除
い
て
納
税
猶
予
が
打
ち
切
ら
れ
、

面
積
に
応
じ
税
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
利
子
税

を
付
し
て
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　農
地
の
納
税
猶
予
制
度
は
、
農
地
の
相
続
等
に

よ
る
農
業
経
営
の
細
分
化
を
防
止
す
る
と
と
も
に

農
業
後
継
者
を
支
援
し
、
農
業
経
営
の
継
続
を
図

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
税
制
上
の
特
例
措
置
で
す

の
で
、
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
引
き
続

き
農
地
の
適
正
な
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　去
る
11
月
７

日
（
木
）
、
福
島

市
に
お
い
て
、
福

島
県
女
性
農
業
委
員

会
協
議
会
第
23
回
総

会
が
行
わ
れ
、
当
農

業
委
員
会
よ
り
、
木

田
テ
イ
子
農
業
委
員
、

蛭
田
壽
子
推
進
委
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
前
年
度

の
収
支
決
算
の
承
認
や

当
年
度
の
収
支
予
算
を

決
定
し
た
ほ
か
、
理
事

を
務
め
て
い
た
木
田
委

員
が
新
た
に
副
会
長
に
選

　任さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
、

研
修
会
が
行
わ
れ
、
「
福
島
県

に
お
け
る
食
と
農
の
再
生
と
新
た

な
産
地
形
成
に
向
け
て
」
に
つ
い

て
、
福
島
大
学 

食
農
学
類 
小
山
良

太
教
授
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

農
地
の
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
へ

農
地
の
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
へ

備えあれば憂いなし　老後の安心

　農業者年金は、農業者がより豊かな
老後を過ごすことができるよう国民年
金に上乗せするための公的年金です。次の3つの要
件を満たす農業者なら、どなたでも加入できます。

　●年間60日以上農業に従事
　●20歳以上60歳未満の方
　●国民年金第一号被保険者（免除者を除く）

　●確定拠出型年金で積み立てた保険料と、その運用
　　益により年金額が決まる積み立て方式です。
　●2万円から6万7千円までの範囲の千円単位で、自
　　分で保険料月額を設定できます。また、途中で月額
　　を変更することも可能です。
　●任意脱退が可能です（脱退一時金の支給はあり
　　ません）。
　●要件により、国から保険料の一部に助成（政策支
　　援）が受けられます。
　●農業者年金は基礎年金の上乗せ年金という性格か
　　ら、国民年金の付加年金（月額400円）への加入も
　　必須となります。

農政振興係（22）7534お問合せ

加 入 要 件

農業者年金の特徴

木田委員が県女性農業委員会
協議会副会長に就任

木田委員が県女性農業委員会
協議会副会長に就任

　１名欠員となってい
た勿来地区の農地利用
最適化推進委員が新た
に選任されました。
　任期は令和2年1月1
日から令和3年7月7日
までになります。　　

新たな農地利用最適化
推進委員が就任しました。

齋藤　元明 委員

　令
和
元
年
10
月
21
日
（
月
）
、

株
式
会
社
平
果
代
表
取
締
役
社
長

で
あ
る
鈴
木
光
栄
氏
を
講
師
に
招

い
て
、
「
い
わ
き
市
の
流
通
の

今
昔
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　講
演
会
は
い
わ
き
市
と
当
農
業

委
員
会
が
共
催
し
た
も
の
で
、
当

日
は
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進

委
員
等
が

参

加

し

、

い
わ
き
市

の
流
通
に

つ
い
て
理

解
を
深
め

ま
し
た
。

講演会「いわき市の流通の今昔」
　　　　　　　
講演会「いわき市の流通の今昔」
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芳賀　正道さん（38歳）

　
今
回
ご
紹
介
し
た
芳
賀
正
道
さ

ん
は
、
い
わ
き
市
耕
作
放
棄
地
対

策
協
議
会
（
会
長
　
草
野
庄
一
農

業
委
員
会
会
長
）
が
、
遊
休
農
地

の
解
消
と
環
境
保
全
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
「
遊
休
農
地
等
保
全

対
策
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
約

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
1
0,
0
0
0

㎡
）
の
農
地
の
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
田
人
町
黒
田
地
区
で
荒
れ
て
し

ま
っ
た
農
地
を
再
生
し
、
来
春
に

は
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
の
苗
木
が

作
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
さ
に
、
「
田
人
を
一
大
ワ
イ

ン
産
地
に
し
た
い
」
と
い
う
夢
の

実
現
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
当
協
議
会
で
は
、
令
和
２
年
度

も
「
遊
休
農
地
等
保
全
対
策
支
援

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は 　が 　 　 まさ み ち

田人町

（
撮
影
・
執
筆
　
蛭
田

秀
史

委
員
）

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

　い
わ
き
市
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会

（
事
務
局
　 

農
地
調
査
係
）

　

☎
︵
２
２
︶
７
５
７
４

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

：：



農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

売りたい

農地調査係 ☎（22）7574
お問合わせ

　ご覧になって手続等の詳細を知りたいという
方は、農業委員会事務局までお問い合わせください。
　今回掲載した農地以外にも売買・賃借等の意向があ
る方は是非ご相談ください。

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.43

　農業委員会では、耕作を目的とする農地
情報の収集・提供を行っています。売買・
貸借等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

　９
月
の
す
っ
き
り
と
し
た
秋
晴
れ
の
な
か
、
菊
田
小
学
校
に
て

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
農
業
・
農
村
地
域

の
大
切
さ
」
や
「
環
境
の
大
切
さ
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
等

を
目
指
し
、
県
農
林
水
産
部
が
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
菊
田
小
学
校
で
「
マ
コ
モ
ダ
ケ
」
の
栽
培
を
中
心
に
、
４
月

か
ら
11
月
ま
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　今
回
の
活
動
は
、
い
よ
い
よ
４
月
に
植
え
た
マ
コ
モ
ダ
ケ
の
収

穫
で
す
。
大
人
の
背
丈
を
超
え
る
ほ
ど
に
成
長
し
た
マ
コ
モ
ダ
ケ

を
、
蛭
田
金
治
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
含
む
地
域
応
援
団

の
方
々
の
指
導
の
下
、
鎌
で
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
場

で
試
食
し
た
児
童
か
ら
は
、
見
た
目
が
長
ネ
ギ
み
た
い
！
味
は
梨

み
た
い
、
枝
豆
み
た
い
な
ど
、
そ
の
独
特
の
食
感
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
渡
辺
公
民
館
で
婦
人
応
援
団
の
方
々
が
調
理
し
て
く

れ
た
マ
コ
モ
ダ
ケ
を
実
食
。
４
月
か
ら
の
経
験
を
通
し
て
、
農
業

の
楽
し
さ
と
大
変
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

1

2

3

4

5

6

田

田

田

田

畑

田

17.67

8.70
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0.29
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平下神谷字馬場塚　(6筆)

平下神谷字南六十枚　(3筆)

小川町西小川字瀬棚　(2筆)

常磐白鳥町小田倉　(1筆)

常磐白鳥町小田倉　(1筆)

小名浜南富岡字真石　(9筆)

　今
号
の
表
紙
は
、
昭
和
53
〜
56
年
度

の
阿
武
隈
山
系
地
域
農
業
開
発
事
業
に

よ
る
草
地
造
成
工
事
に
よ
り
出
現
し
た

御
影
石
の
巨
岩
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　こ
の
巨
岩
は
、
三
和
町
差
塩
館
下
牧

野
に
あ
り
「
ぶ
な
石
」
と
言
い
ま
す
。

　標
高
約
六
六
〇
ｍ
の
一
本
山
毛
欅

（
ぶ
な
）
の
す
そ
野
に
広
が
る
79
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
草
地
に
出
現
し
た
巨
岩
は
、

神
秘
す
ら
感
じ
ま
す
。

　ぶ
な
石
か
ら
は
三
六
〇
度
の
大
パ
ノ

ラ
マ
が
楽
し
め
ま
す
。
東
に
は
水
石
山

の
中
腹
や
太
平
洋
の
水
平
線
が
、
西
に

は
那
須
連
峰
や
安
達
太
良
連
峰
が
、
そ

し
て
眼
下
に
は
79
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
草
地

が
見
渡
せ
、

パ

ワ

ー

ス

ポ
ッ
ト
と
し

て
も
人
気
が

あ
り
ま
す
。

　澄
ん
だ
空

気
の
な
か
、

三
和
町
、
そ

し
て
い
わ
き

を
見
守
っ
て

い
ま
す
。 今

号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら



　令
和
に
な
っ
て
初
の
年
明
け
を
、

皆
様
は
ど
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
た

で
し
ょ
う
か
。

　昨
年
秋
の
２
度
に
わ
た
る
水
害

は
記
憶
に
新
し
く
、
農
作
物
や
農

機
具
な
ど
に
も
多
く
の
浸
水
被
害

が
出
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
、
春
を
迎
え
る
ま
で
に
ま
た

元
の
姿
へ
戻
ら
れ
る
こ
と
を
切
に

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ

れ
、
新
体
制
に
移
行
し
、
早
い
も

の
で
間
も
な
く
1
年
半
が
経
ち
ま

す
。
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

農
地
の
有
効
利
用
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
及
び
発
生
防
止
に
向
け
て

推
進
委
員
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
農
業
者
の
高

齢
化
が
進
み
耕
作
放
棄
地
は
増
え

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
担
い
手

の
確
保
が
急
務
で
す
が
、
簡
単
で

は
な
い
よ
う
で
す
。
今
後
と
も
関

係
機
関
と
連
携
し
、
担
い
手
の
育

成
や
様
々
な
支
援
等
を
継
続
し
て

ゆ
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
国

や
県
・
市
・
J
A
な
ど

の
施
策
に
も
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

　夏
に
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
令
和
２
年
が
、

皆
様
に
と
り
ま
し
て
災

害
の
な
い
実
り
多
き
一

年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

編 集 委 員

　台風19号及びその後の大雨によりお

亡くなりになられた方、被災された方

には、お悔やみとお見舞いを申し上げ

ます。ここ数年、毎年のように気象災

害が起きています。確たる原因は分か

っていないのが現状ですが、ただ言え

るのは自然には敵わないということ、

いかに自分の身を守るかが大事だとい

うことです。

　東日本大震災等を経験し、行政も私

達自身も防災意識はそれなりに高まっ

ていると自負していました。しかし今

回、改めて多くの問題点に気付かされ

ました。　

　気象庁が早い段階から命を守るため

の行動をと言い続けていましたが、残

念なことに多くの犠牲者が出てしまい

ました。こういう場合にどう行動する

べきか家族や地域でもう一度考えるべ

きだと思いました。

　また、県内外から物資の支援やボラ

ンティアの方々が応援に来て下さり、

本当に有り難いことです。昨年はラグ

ビーワールドカップが日本で開催され、

台風の影響で試合が中止になったカナ

ダチームが被災地に残ってボランティ

アに参加してくれました。日本チーム

も献身的なプレーで初のベスト8とな

り被災地にもワンチームの精神で勇気

と感動を与えてくれました。

　災害への対策も行政、地域、住民が

ワンチームとなり次世代の人たちへ繋

いで欲しいものです。

（
執
筆

　
遠
藤

重
和
委
員
）

（執筆　和田　正人　委員）

いわき市農業委員会だより 第184号（6）2020年（令和２年）１月1日

トピックストピックス
《中部地

区》

　〔平・
内郷・好

間地区〕

編
集
後
記

編
集
後
記

蛭田元起委員長 蛭田秀史副委員長

遠藤重和 草野久仁昭鈴木義直

・
・

箱﨑寿正 和田正人・
・

（
撮
影
・
執
筆

　箱
﨑

　寿
正

委
員
）

　勿来地区の農地利用最適化推進委員である
赤津正身委員が9月29日にご逝去されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

訃報

平荒田目地内

平中塩地内

　10
月
13
日
の
未
明
に
直
撃
し
た
台
風
19
号
、

ま
た
10
月
25
日
の
大
雨
に
よ
っ
て
、
過
去
に

例
を
見
な
い
よ
う
な
大
き
な
被
害
を
受
け
、

大
き
な
爪
痕
が
残
り
ま
し
た
。

　夏
井
川
な
ど
の
氾
濫
に
よ
り
、
小
川
・
平

窪
・
赤
井
・
好
間
の
各
地
区
で
は
大
規
模
な

冠
水
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
他
多
く
の
地
区

に
お
い
て
も
冠
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
窪
地
区
の
平
浄
水
場

も
被
害
を
受
け
て
、
市
内
北
部
地

区
は
長
期
間
の
断
水
が
続
き
、
多

く
の
市
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　農
地
や
農
業
施
設
も
多
く
が
被

災
し
て
い
ま
す
。
復
旧
・
復
興
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
時
間

と
労
力
が
必
要
と
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　今
回
、
特
に
大
き
な
被
害
が
発

生
し
た
夏
井
川
水
系
は
、
普
段
は

農
業
用
水
や
水
道
の
水
源
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
度
牙

を
む
く
と
多
く
の
被
害
が
起
き
る
自
然
の
恐

ろ
し
さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
被
害
を
教
訓
に
今
後
、
河
川
整
備

が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　被
害
に
あ
わ
れ
た
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
復

旧
・
復
興
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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